
「嶋谷市左衛門」小笠原諸島巡検 350 周年記念事業 

◎嶋谷が生きていた時代の無人島の読み方はむにんしま（じま） 

 

江戸時代に「むにん」は「人がいない」という意味で使われ、「ぶにん」は「人が少ない、人手がない」

という意味で使われていました。嶋谷が「無人嶋へ乗渡覚書」や「南海無人嶋地図」に書いた「無人嶋」

は、「人がいない」という意味ですから、「無人嶋」は「むにんしま（じま）」と読みます。 

一方、小笠原の英語名として使われている Bonin について、「むにん」→「ぶにん」→「ボニン」と

転訛して伝えられたという説がありますが、その根拠は示されていません。。 

これに対し、岩本（2020 年）は、Bonin Islands の名称は、いつ、どのようにして生まれたのか、に

ついて検証を行い、次のように結論付けています。「１７８６年刊の林子平の発禁本『三国通覧図説』を

オランダ商館長ティツィングがヨーロッパに招来し、これがフランスの中国学者レミュザにより１８１

７年の論文として紹介された際、無人の漢字に Bo-nin の綴りが与えられ、添付された仏語訳地図で BO-

NIN が使用された。ロンドンで１８２０年に刊行された太平洋海図がレミュザ説からハイフンのない

Bonin の綴りを採用したことで現在見る Bonin 諸島の名称が広く普及した。」（岩本陽児「Bonin Islands

の誕生」小笠原研究年報第 43 号） 

また、延島（1996 年）は、むにん・ぶにんの意味や使われ方、何がボニンに転訛したか、などについ

て検証を行い、次のように結論付けています。「無人（むにん）からボニン（Bonin）という言葉が外国

で生まれたのであって、ぶにんからボニンになったという説は正しくない。」（延島冬生「無人島はぶに

ん島か、むにん島か」小笠原研究年報第 20 号） 

小笠原村教育委員会では、嶋谷が生きていた時代まで文献を遡っても無人島にルビを振ってあるもの

が見つからないことから、文章で無人島と表記するときには敢えてルビを振りませんが、読む場合には

「むにんしま（じま）」と読むことにしています。 
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●問合せ先 

小笠原村教育委員会  ２－３１１７ 

 

 


